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1.  定格とは

モータはあらかじめ決められた温度上昇範囲で設計されています。そ

の範囲で保証された使用限度を定格と呼び、連続定格と短時間定格が

あります。その条件として、出力に対する使用限度を決めるとともに、

電圧、電流、回転速度、周波数などを指定します。これらを定格出力、

定格電圧、定格電流、定格回転速度、定格周波数といいます。

1) 連続定格

規定された温度上昇範囲内で、問題なく定格出力で連続使用できる

ことを連続定格といいます。

2)  短時間定格

規定された温度上昇範囲内で、問題なく定格出力で一定時間使用で

きることを短時間定格といいます。

2.  トルクと回転速度
モータのトルクとは負荷を回す為の回転力で、その単位は［N・m］

あるいは［kgf・cm］が使われます。

1) 始動トルク（図１－①）
モータが始動する瞬間に出す回転力の事で、起動トルクとも
いいます。この回転力より大きな負荷がモータに印加されて
いると回転できません。モータのすべり S ＝ 1 の状態です。     

5) 無負荷回転速度（図 1 －⑤）
負荷のかかっていない時の回転速度で、インダクションモータ、レバーシブルモータでは同期回転速度より約 20

～ 80[r/min] 低い回転速度となります。

6) 定格回転速度 ( 図１－⑥）   

モータに定格トルクをかけ、定格出力を出す時の回転速度で、使用上最も望ましい回転速度です。

7) すべり
モータに負荷が加わると、回転速度は同期回転速度よりも低くなります。 同期回転速度に対して、その低くなる
割合を示したものがすべりです。すべりは次の式で表されます。

NS  =
120 f

P
[r/min]

NS

P  

f   

120

：同期回転速度 [r/min]

：モータの極数

：電源周波数 [Hz]

：定数

例）電源周波数が 60Hz でモータ極数が 4 極の場合

NS  =
120 × 60

4
= 1800 [r/min]

表１. 時間定格

モータ種類 時間定格

一定速

・インダクションモータ 連続

・レバーシブルモータ 短時間（30 分）

・電磁ブレーキ付モータ
単相：短時間（30 分）

三相：連続

可変速

・インダクションモータ 連続

・レバーシブルモータ 短時間（30 分）

・電磁ブレーキ付モータ
単相：短時間（30 分）

三相：連続

図１. 回転速度－トルク特性
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2) 停動トルク（図１－②）
モータが出しうる最大の回転力です。運転時に停動トルクよりも大きな負荷が印加されればモータは
停止します。

3) 定格トルク（図 1 －③）
モータに定格電圧、定格周波数を加え、定格出力を連続的に出す時のトルクをいいます。また、定格
回転速度で回転している時のトルクです。

4) 同期回転速度（図 1 －④）
モータのすべりが 0 の場合の回転速度です。モータの同期回転速度とモータの極数、電源周波数の関
係は以下の式で表されます。   

モータ



技術資料

A239

直交
ｷﾞﾔﾍｯﾄﾞ

インダクション

ブレーキ
パック

オプション

90W

CAH

電磁ﾌﾞﾚｰｷ付

CAH

レバーシブル

インバータ

アステロ

60W

40W

25W

15W

6W

CAH

インダクション

ソケットタイプ
CAH

CAL

インダクション

ソケットタイプ
CAL

ユニットタイプ
CAU

スピードコント
ロール（概要）

スイッチ
ボックス付

電磁ﾌﾞﾚｰｷ付

レバーシブル

技

術

資

料

概 要

S =
NS  -  N

NS 

[r/min] または N = NS - × (1 - S) [r/min] Ns ：同期回転速度 [r/min]

N  ：任意負荷時回転速度 [r/min]

S  ：すべり

         例）4 極 60Hz のインダクションモータですべり S=0.1 の場合

N =
120 × 60

4
[r/min](1 - S) = 1800 × (1 - 0.1 ) =1620

 8) 保持トルク

電磁ブレーキ、簡易ブレーキなどが作動し停止している状態で、保持可能な負荷トルクです。

静摩擦トルクともいいます。

 9) 許容トルク 

モータを運転するときに使える最大のトルクです。モータ自体の定格トルク、温度上昇、 組合せるギヤヘッドのト

ルクにより制限を受けます。

10) オーバーラン

 電源を遮断した瞬間からモータが完全に停止するまでのモータの超過回転を、角度（回転数）で示します。

3.  周囲温度

モータを使う時には、周囲温度が -10℃から +40℃の範囲でご使用ください。周囲温度が上限を超える場所で使う場

合には、モータ運転時に発生する温度上昇分が周囲温度に加わり、巻線部絶縁寿命やボールベアリングの寿命が著し

く低下します。また、周囲温度が下限を下回る場所で使う場合には、ギヤヘッドの潤滑グリスとボールベアリングの

グリス粘度が上がり摩擦トルクが増大する為、起動しなかったり起動に時間がかかったりします。

4.  モータ温度上昇の測定方法

モータケースの中央部に熱電対を取付け、モータを運転し温度上昇が飽和したときの温度を測定します。その値と周

囲温度との差を温度上昇といいます。一般的に、モータで温度が最も高い部分は巻線部です。巻線部の最高許容温度は、

絶縁材料の種類により規定されています。当社モータの温度上昇は、60℃以下です。

注意事項

・ モータを頻繁に起動、停止したり、回転方向を切り替えたり、ブレーキパックなどによって瞬時停止を頻繁に繰り

返したりしますと、モータの温度上昇がさらに高くなります。

・ モータ運転中に、モータケースの表面温度はかなり高くなり、場合によっては 90℃近くになることがありますが、

異常ではありません。なお、モータに触れたり、可燃性物質を近くに置いたりすると思わぬ事故を招くことになり

ますので十分ご注意下さい。

モータ

5. 過熱保護装置

モータ使用中に過負荷で運転したり、不意にモータが停止した場合、過熱からモータを保護する装置を UL 規格、

CE マーキング、CCC 規格対応機種に設置しています。取付けサイズ□ 70mm、□ 80mm、□ 90mm のモータがサー

マルプロテクタ、□ 60mm のモータがインピーダンスプロテクタにより保護されています。

1) サーマルプロテクタ内蔵タイプ

モータ過熱保護装置であるサーマルプロテクタ（TP）を巻線部に内蔵したタイプです。このサーマルプロテクタは、

熱を感知するバイメタルを採用しています。巻線が異常温度に達すると回路を解放し、その後温度が正常に下がる

と自動的に復帰する自動復帰型を使用しております。サーマルプロテクタ内蔵のモータは、銘板に“TP”又は TPL

と表示されています。（サーマルプロテクタ動作温度：  解放 ･･･120 ± 5℃，　復帰 ･･･77 ± 5℃）

2) インピーダンスプロテクトタイプ

インピーダンスプロテクトモータは、巻線抵抗を大きくし、モータが拘束された時にも電流（入力）が小さく抑えられ、

巻線温度が許容最高温度以上にならないように設計されております。インピーダンスプロテクトモータは、銘板に

“ZP”と表示されています。
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A

固定ボルト

アース端子

アース端子 リード線

アース線
緑色のベースに黄色帯

リード線

（0.75mm,

6.  アース結線方法

リード線タイプの場合、アース表示近くの取付穴に固定ボルトと共にアース端子を接続ください。

端子箱タイプの場合も、リード線タイプと同様に接続ください。アース端子接続の際、固定ボルトの下のハウジン

グ表面のペイントを剥がしてください。

ペイントの剥がし方が不十分な場合、アースの効果が低下しますのでご注意ください。

CCC 規格対応モータの場合、モータフランジ面に加工された面にあるアース用ボルトに、アース端子を接続してく

ださい。

表 2.  EC 指令

内　容

EC 指令
対　　象 指令の内容

機械指令

Machinery Directive   

部品の集合体で可動部のあるもの。

（産業用機械が中心）

機械の安全上の本質的な用件を規定したもの。

危険が主に電気的原因によって発生するような

機械は低電圧に関する要求事項に合わせること。

低電圧指令

Low Voltage Directive

50 ～ 1000V AC, 75 ～ 1500V DC

の電源で駆動する製品
規格に適合したもののみ販売に供してもよい。

EMC 指令

Electromagnetic 

Compatibility Directive

電磁的両立性

電波妨害を発生する（電磁波放射）恐れのある、

又は周囲の電波によって機能に障害を発生す

る恐れのあるすべての種類の製品

EMl：外部へ電磁妨害を出さない。

EMS：外部からの電磁妨害に耐える。

※ 誘導モータは対象外です。

　EC 指令と CE マーキング

7.  各国規格と弊社の対応

　機械製品に対する該当指令（EC 指令）

CE マークとは EC 指令に適合している製品に貼付する事により、製品の品質、安全性の証明となり EU（欧州連

合）境域内で国を越える商品の自由な流通を保証しようとするものです。

 通常の機械製品が該当する指令は以下の 3 つです。

図 2.  アース結線図

モータ

リード線タイプ CCC リード線タイプ CCC 端子箱タイプ

アース用ボルト アース用ボルト

アース表示

アース表示

※ サイズ□ 80mm、□ 90mm の端子箱タイプの場合、端子箱内部端子台のアース端子に接続して下さい。

※
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UL 規格（Underwriters Laboratories）

アメリカの民間試験機関が人命・火災・災害に関し、科学的調査・研究・実験を行い、それらの防止の為に制定した
団体規格としての安全規格です。合衆国全体での義務化はされていませんが，州・都市によってはこの規格の認定取
得を義務づけており、アメリカに於いて UL 規格の取得はお客さまの信頼を増す事につながります。

アステロギヤモータは、米国電圧 115V 機種のほとんどで UL 規格を取得しております。UL 規格対応機種の銘板には
UL マークが付きます。

　アステロギヤモータのＥＣ指令とＣＥマーキングへの対応

アステロギヤモータのほとんどの機種は、ＣＥマーキングに適合しています。
EC 指令中、誘導モータに関する機械指令と低電圧指令に適合します。
なお、誘導モータは、ＥＭＣ指令の対象外となります。

銘板表示される
CEマーキングロゴ

モータ

CCC 規格（China, Compulsory Certification）

中国は、WTO（世界貿易機関）への正式加盟に伴い、対象品目の強制認証制度（CCC）を 2002 年 5 月 1 日から運
営を開始し、2003 年 8 月 1 日から強制実施へ移行しました。
1.1kW 以下の小型モータが対象品目となり、中国で小型モータ単品を販売する場合、CCC 認証が必須となりました。
CCC 認証されているモータタイプに関しましては、モータ特性表の「海外規格」の欄をご参照ください。

アステロギヤモータのほとんど機種は、CCC 規格を取得しております。CCC 規格対応機種の銘板には CCC マーク
が付きます。

Ｓ
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8.  各国の電源事情

表 3.  各国の電源事情

国名／地域 電源周波数 電圧（単相） 電圧（三相）

日　本 50Hz/60Hz 100V ／ 200V 200V ／ 400V

北

米

アメリカ 60Hz 115V ／ 230V 208V ／ 230V ／ 460V ／ 480V

カナダ 60Hz 120V ／ 240V ／ 347V 208V ／ 230V ／ 460V ／ 575V

南米 ブラジル 60Hz 127V 127V ／ 220V

ア

ジ

ア

インド 50Hz 230V ／ 240V 240V ／ 400V ／ 415V

インドネシア 50Hz 220V 380V

韓　国 60Hz 110V ／ 220V 220V ／ 380V

シンガポール 50Hz 230V 400V

タ　イ 50Hz 220V 220V ／ 380V

台　湾 60Hz 110V ／ 220V 200V ／ 220V ／ 380V

中　国 50Hz 220V 220V ／ 380V

フィリピン 60Hz 220V 380V

ベトナム 50Hz 220V 380V

ホンコン 50Hz 200V ／ 220V 346V ／ 380V

マレーシア 50Hz 240V 415V

オ
セ
ア
ニ
ア

オーストラリア 50Hz 240V 415V

グァム 60Hz 120V 240V ／ 480V

ニュージーランド 50Hz 230V ／ 240V 230V ／ 415V

ヨ

￨

ロ

ッ

パ

イギリス 50Hz 220V ／ 240V 400V ／ 415V

イタリア 50Hz 220V 380V

オーストリア 50Hz 230V 400V

オランダ 50Hz 230V 400V

ギリシア 50Hz 230V 400V

スイス 50Hz 230V 400V

スウェーデン 50Hz 230 V ／ 400V 400V ／ 690V

スペイン 50Hz 127V ／ 220V 220V ／ 380V

デンマーク 50Hz 230V 400V

ドイツ 50Hz 230V 400V

ノルウェー 50Hz 230V 380V

ハンガリー 50Hz 220V 380V

フィンランド 50Hz 230V 400V

フランス 50Hz 230V 400V

ブルガリア 50Hz 220V 380V

ベルギー 50Hz 230V 400V

ポルトガル 50Hz 230V 400V ／ 480V

ルクセンブルク 50Hz 230V 400V

ルーマニア 50Hz 220V 380V

ロシア 50Hz 127V ／ 220V 220V ／ 380V

＊同一国内でも地域・都市により、上記の電圧と異なる場合があります。

＊アメリカ・カナダでは、標準電圧は単相 115V ですが、120V 表示が通例となっています。
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  9.  ギヤヘッドのサイズ

ギヤヘッドのサイズは、□ 60mm・70mm・80mm・90mm の 4 種類です。

10.  減速比

ギヤヘッドがモータの回転速度を減速する割合を示します。

    例）モータの出力回転速度（Nm）が 1500r/min でギヤヘッドの出力回転速度（Ng）が 50r/min の場合、

        減速比 (i)=1500/50=30 となります。

ギヤヘッドの減速比は、50Hz と 60Hz 地区での使い分けを考慮して、3・5・7.5・12.5・15・・・という系と、その 1.2

倍にあたる 3.6・6・9・15・18・・・という系列を用意しています。 

1.2 倍というのは 50Hz 地区のモータの同期回転速度 1500r/min と 60Hz 地区の同期回転速度 1800r/min の比率が

1.2 である事からきています。   

     例）500r/min のギヤヘッド出力回転速度が必要な場合 50Hz 地区なら減速比  3

       60Hz 地区なら減速比 3.6

を使えばよいことになります。もちろん、全てのギヤヘッドは 50Hz 地区で使用しても、60Hz 地区で使

用しても問題ありません。

モータに取付けられるギヤヘッドの減速比は、3 から 200 の 24 種類です。

200 以上の減速比が必要な場合は、減速比 10 の中間ギヤヘッドをご使用下さい。

11.  最大許容トルク

ギヤヘッドに加えられる最大の負荷トルクです。ギ

ヤヘッドに使用されている歯車、軸、ケーシング、ベ

アリングなどの機械的な強度によって決定されますの

で、ギヤヘッドのサイズ、減速比、種類によってその

値は異なります。

ギヤヘッドの減速比と最大許容トルクの関係は、図 3

を参照下さい。

12.  サービスファクター

ギヤヘッドへの実負荷が定格トルク以下となるような適正なギヤヘッドを選定する為に使用します。詳細は表 4 を

参照下さい。

均一荷重（サービスファクター 1.0）の場合のギヤヘッドの標準寿命を 5,000 時間としています。

選定に関しては、モータ機種毎の選定手順を参照下さい。

＊アステロギヤヘッドは全軸、ボールベアリングを使用しています。

表 4. サービスファクターと負荷の事例

負荷の種類 負荷の例 サービスファクター

均一荷重 一方向に連続運転の時 1.0

軽い衝撃荷重 頻繁な起動 / 停止運転の時 1.5

衝撃荷重 瞬時正逆運転の時 2.0

13.  ギヤヘッドの伝達効率

モータにギヤヘッドを接続する際、ギヤヘッド自体の発熱、騒音、振動、潤滑油の攪拌等によりロスが発生します。

ロスの割合を 100% から引いた値が、ギヤヘッドの伝達効率です。伝達効率は、ギヤヘッド内部の歯車の減速段数

により異なります。1 段で 90％、2 段で 81％、3 段で 73％となります。減速比と伝達効率の関係は、表 5 を参照

下さい。中間ギヤヘッド使用時の伝達効率は、ギヤヘッドの伝達効率と中間ギヤヘッドの伝達効率の積となります。

表 5. ギヤヘッドの伝達効率

3 3.6 5 6 7.5 9 10 12.5 15 18 20 25 30 36 40 50 60 75 90 100 120 150 180 200

G6

G7

G8

G9A

G9B

81%

81% 73% 66%

59%
G9C

ギヤヘッド

図 3. ギヤヘッドの最大許容トルク
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14.  軸ラジアル荷重とスラスト荷重

軸ラジアル荷重は、ギヤヘッド出力軸の方向に対して直角に作用する荷重で、スラスト荷重は、ギヤヘッド出力軸方

向に作用する荷重です。ギヤヘッドにかけられる軸ラジアル荷重およびスラスト荷重の最大値が許容軸ラジアル荷重

です。

軸ラジアル荷重は、以下の式で表されます。

表 6.  駆動方法による連結係数

駆動方式 Cf

チェーン、スプロケット 1.0

歯 車 1.25

プーリ 1.5

Pr=P   Cf × SF/R   [N]
Pr

P

Cf

SF

R

：軸ラジアル荷重 [N]

: ギヤヘッドの出力軸における実伝達トルク [N･m]

：連結係数　表 6 参照下さい

：サービスファクター　表 4 参照下さい

：歯車、プーリなどの半径 [m]

図 4. ギヤヘッド

ギヤヘッド

ギヤヘッド形式

□：減速比
減速比

許容ラジアル荷重
許容スラスト荷重

軸中央値 軸中央以外

Fr(N) 寸法 Fr(N)  Fs(N)

G6 □ D
3 ～ 18 68 16 Fr =3 x a + 20 30

20 ～ 200 156 16 Fr =6 x a + 60 30

G7 □ K
3 ～ 18 104 16 Fr =4 x a + 40 40

20 ～ 200 210 16 Fr =10 x a + 50 40

G8 □ K
3 ～ 18 130 16 Fr =5 x a + 50 50

20 ～ 200 260 16 Fr =10 x a + 100 50

G9A □ K
3 ～ 18 310 16 Fr =10 x a + 150 100

20 ～ 200 390 16 Fr =15 x a + 150 100

G9B □ KH

G9C □ KH

3 ～ 10 490 19 Fr =10 x a + 300 150

12.5 ～ 20 585 19 Fr =15 x a + 300 150

25 ～ 200 680 19 Fr =20 x a + 300 150

a= シャフト先端からの距離（mm)

軸ラジアル荷重が表 7 の許容値を超過した状態で使用した場合、軸受が短期で破損、出力軸の曲がり、繰り返し荷重

による疲労破損を招きますので、ご注意下さい。ギヤヘッド出力軸にスラスト荷重が発生するギヤ（ヘリカルギヤ等）

を組付ける場合、軸ラジアル荷重と同時にスラスト荷重が許容値を超えないよう、ご注意下さい。ラジアル及びスラ

ストの許容値は表 7 を参照下さい。

表 7.  ギヤヘッド軸許容ラジアル荷重と許容スラスト荷重（Fr : 許容ラジアル荷重　Fs : 許容スラスト荷重）

a

=0

モータ形式
　□：モータ種類
△：電圧記号

許容ラジアル荷重

軸中央値 軸中央以外

Fr(N) 寸法 Fr(N)

A6 □ 06 △ D 62 12 Fr =6 x a + 10

A7 □ 15 △ D 52 16 Fr =2 x a + 20

A8 □ 25 △ D 120 16 Fr =5 x a + 40

A9 □  40 △ D 191 18.5 Fr =6 x a + 80

A9 □ 60・90 △ D 265 18.5 Fr =3 x a + 210

a= シャフト先端からの距離（mm)
（マイナスの値が算出された場合は、ラジアル荷重をかけることができません。）

図 5.  許容ラジアル荷重
表 8.  モータ軸　許容ラジアル荷重（Fr：許容ラジアル荷重）
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15.  モータとギヤヘッドの組合せ方法

形式記号先頭のアルファベットの次にくる角寸法を表す数字が、同一なモータとギヤヘッドしか組合せられませんの

で、ご注意下さい。

ギヤヘッドサイズ□ 90mm は、　形式記号の最後のアルファベットと同一なモータとギヤヘッドしか組合せられませ

んので、ご注意下さい。

例）モータとギヤヘッドの組合せ

　　　モータ　　　　　　ギヤヘッド 　　　モータ　　　　　　　　ギヤヘッド

a)　A8M25A　　　　　G8 ＊ K b)　A9M60AH　　　　　　　G9B ＊ KH

角寸法 角寸法

サイズ□ 90mm   サイズ□ 60mm ～□ 80mm

16.  中間ギヤヘッドとの組合せ

モータとギヤヘッドの間に中間ギヤヘッドを組込むことによって、ギヤヘッド減速比の 10 倍の減速比が得られます。

ただし減速比を増加させても、ギヤヘッドの許容トルク値を超える負荷は、印加できません。

：モータと同じ方向 ：モータと反対方向

3 3.6 5 6 7.5 9 10 12.5 15 18 20 25 30 36 40 50 60 75 90 100 120 150 180 200

G6 □Ｄ
G7 □Ｋ
G8 □Ｋ
G9Ａ□Ｋ
G9Ｂ□ＫＨ

□:減速比

G9C□ＫＨ

17.  ギヤヘッド軸の回転速度と回転方向

モータとギヤヘッドを直接組合せた場合の回転速度は、以下の式で表されます。

Ng = Nm /i  [r/min]
Ng

Nm

i

：ギヤヘッドの回転速度 [r/min]

：モータの回転速度 [r/min]

：減速比

ギヤヘッド出力軸の回転方向は、減速比によりモータ軸の回転方向が異なります。

詳細は表 8 を参照下さい。中間ギヤヘッドの回転方向は、モータ軸回転方向と同じです。

表 9.  ギヤヘッドの出力軸 回転方向

18.  モータとギヤヘッドの組付け方法

モータとギヤヘッドの組付けは、図 6 のように組合せ面を合わせ、ギヤヘッド

を少しずつ回しながら行って下さい。組付けの際に、モータシャフトに無理に

力を加えたり、モータシャフトをギヤヘッド内部に当てたりすると、ギヤ損傷

により異常音が発生し寿命が低下しますので、ご注意下さい。

銘板

図 6.  組み付け方法

ギヤヘッド

＊：減速比
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19.  付属取付ネジ寸法

ギヤヘッド形式 減速比 付属取付ネジ寸法 締付トルク

G6 □ D
  3 ～  18 M4（P0.7）長さ  50mm

2.0N・m20 ～ 200 M4（P0.7）長さ  60mm

G6XH10 10 M4（P0.7）長さ  90mm

G7 □ K
  3 ～  18 M5（P0.8）長さ  55mm

2.5N・m

20 ～ 200 M5（P0.8）長さ  65mm

G7XH10 10 M5（P0.8）長さ 100mm

G8 □ K
  3 ～  18 M5（P0.8）長さ  55mm

20 ～ 200 M5（P0.8）長さ  65mm

G8XH10 10 M5（P0.8）長さ 100mm

G9A □ K
  3 ～  18 M6（P1.0）長さ  75mm

3.0N・m

20 ～ 200 M6（P1.0）長さ  85mm

G9AXH10 10 M6（P1.0）長さ 122mm

G9B □ KH   3 ～ 200 M6（P1.0）長さ 95mm

G9C □ KH   3 ～ 200 M6（P1.0）長さ 25mm

G9BXH10H 10 M6（P1.0）長さ 130mm

20.  伝達機構の固定方法

ギヤヘッド出力軸には負荷伝達機構を固定するために、取付角寸法□ 60mm の場合 D-Cut が、それ以外の角寸法

ではキー溝が加工されています。

D-Cut 加工の場合、負荷伝達機構を固定ボルトを使って固定して下さい。キー溝加工の場合、負荷伝達機構側に

もキー溝を加工して、付属品のキーを使って固定して下さい。

ギヤヘッド軸に伝達機構を固定する場合、衝撃を加えるとギヤヘッドが破損して寿命低下の原因になりますので、

ご注意下さい。

21.  実減速比

ギヤヘッドの実減速比は、以下の通りです。

サイズ

減速比
G6 G7 G8 G9A G9B, G9C

3  3.00  3.00  3.00  3.00  3.00

3.6  3.60  3.59  3.57  3.60  3.60

5  5.00  5.00  5.00  5.00  5.04

6  6.00  6.00  6.00  6.03  6.00

7.5  7.50  7.50  7.50  7.50  7.50

9  9.00  9.00  9.00  9.00  9.00

10  10.00  10.29  10.00  10.00  10.00

12.5  12.50  12.14  12.50  12.50  12.50

15  15.00  15.00  15.00  15.00  15.00

18  18.00  17.92  18.08  17.67  18.00

20  19.90  20.00  20.00  20.00  20.19

25  25.06  24.80  25.00  24.73  25.00

30  30.25  30.00  30.00  30.00  30.00

36  36.30  36.00  36.00  36.00  36.00

40  40.80  40.36  40.11  40.36  39.68

50  50.00  50.00  50.00  50.00  50.00

60  60.00  60.00  60.00  60.00  60.00

75  75.00  75.00  75.00  75.00  76.02

90  90.00  90.67  90.00  90.00  90.00

100  100.00  100.00  100.00  100.10  100.00

120  120.00  118.02  120.00  120.00  120.00

150  150.00  154.02  150.00  150.00  149.88

180  180.00  181.20  180.00  180.00  179.76

200  198.86  194.79  200.00  201.82  197.16

ギヤヘッド
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直交ギヤヘッド

22.  直交ギヤヘッドのサイズ

ギヤヘッドのサイズは、□ 80mm・90mm の 2 種類です。

23.  減速比

ギヤヘッドがモータの回転速度を減速する割合を示します。

    例）モータの出力回転速度（Nm）が 1500r/min でギヤヘッドの出力回転速度（Ng）が 50r/min の場合、

        減速比 (i)=1500/50=30 となります。

モータに取付けられるギヤヘッドの減速比は、5 から 240 の 17 種類です。

240 より上の減速比が必要な場合は、減速比 10 の中間ギヤヘッドをご使用下さい。

24.  最大許容トルク

ギヤヘッドに加えられる最大の負荷トルクです。ギヤヘッドに使用されている歯車、軸、ケーシング、ベアリン

グなどの機械的な強度によって決定されますので、ギヤヘッドのサイズ、減速比、種類によってその値は異なり

ます。

ギヤヘッドの減速比と最大許容トルクの関係は、図 7 を参照下さい。

25.  サービスファクター

ギヤヘッドへの実負荷が定格トルク以下となるような適正なギヤヘッドを選定する為に使用します。詳細は表 4 を

参照下さい。

均一荷重（サービスファクター 1.0）の場合のギヤヘッドの標準寿命を 5,000 時間としています。

選定に関しては、モータ機種毎の選定手順を参照下さい。

＊アステロ直交ギヤヘッドは全軸、ボールベアリングを使用しています。

表 10. サービスファクターと負荷の事例

負荷の種類 負荷の例 サービスファクター

均一荷重 一方向に連続運転の時 1.0

軽い衝撃荷重 頻繁な起動 / 停止運転の時 1.5

衝撃荷重 瞬時正逆運転の時 2.0

26.  ギヤヘッドの伝達効率

モータにギヤヘッドを接続する際、ギヤヘッド自体の発熱、騒音、振動、潤滑油の攪拌等によりロスが発生します。

ロスの割合を 100% から引いた値が、ギヤヘッドの伝達効率です。伝達効率は、ギヤヘッド内部の歯車の減速段数

により異なります。減速比と伝達効率の関係は、表 11 を参照下さい。中間ギヤヘッド使用時の伝達効率は、ギヤヘッ

ドの伝達効率と中間ギヤヘッドの伝達効率の積となります。

表 11. ギヤヘッドの伝達効率

図 7. 直交ギヤヘッドの最大許容トルク
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R9AL□

形式 5 7.5 10 12 15 20 25 30 40 50 60 80 100 120 150 160 200 240 中間ギヤヘッド

R8Y □ 60% 70%

81%

R9AY □ 70% 80%

R9BY □ 70% 80%

R8L □
60% 70%

R8R □

R9AL □
70% 80%

R9AR □

R9BL □
70% 80%

R9BR □
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直交ギヤヘッド

27.  軸ラジアル荷重とスラスト荷重

軸ラジアル荷重は、ギヤヘッド出力軸の方向に対して直角に作用する荷重で、スラスト荷重は、ギヤヘッド出力軸方

向に作用する荷重です。ギヤヘッドに印加できる軸ラジアル荷重およびスラスト荷重の最大値が許容軸ラジアル荷重

です。

軸ラジアル荷重は、以下の式で表されます。

表 12.  駆動方法による連結係数

駆動方式 Cf

チェーン、スプロケット 1.0

歯 車 1.25

プーリ 1.5

Pr=P   Cf × SF/R   [N]

Pr

P

Cf

SF

R

：軸ラジアル荷重 [N]

: ギヤヘッドの出力軸における実伝達トルク [N･m]

：連結係数　表 6 参照下さい

：サービスファクター　表 4 参照下さい

：歯車、プーリなどの半径 [m]

図 8. ギヤヘッド

軸ラジアル荷重が表 13 の許容値を超過した状態で使用した場合、軸受が短期で破損、出力軸の曲がり、繰り返し荷

重による疲労破損を招きますので、ご注意下さい。ギヤヘッド出力軸にスラスト荷重が発生するギヤ（ヘリカルギヤ等）

を組付ける場合、軸ラジアル荷重と同時にスラスト荷重が許容値を超えないよう、ご注意下さい。ラジアル及びスラ

ストの許容値は表 13 を参照下さい。

表 13.  直交ギヤヘッド軸許容ラジアル荷重と許容スラスト荷重（Fr : 許容ラジアル荷重　Fs : 許容スラスト荷重）

図 9.  許容ラジアル荷重

タイプ 形式 減速比
許容ラジアル荷重 許容スラスト荷重

Pr0(N) Fs0(N)

中空軸タイプ

R8Y □ 5 ～ 240 539

294

R9AY □
5 ～ 10 637

R9BY □
12 ～ 20 834

25 ～ 240 1030

中実軸タイプ

R8L □
R8R □

5 ～ 240 343

R9AL □
R9AR □

5 ～ 15 441

20 ～ 240 588

R9BL □
5 ～ 10 539

R9BR □
12 ～ 20 686

25 ～ 240 834

注）許容ラジアル荷重は以下の位置の値を示しています。

中空軸タイプ　軸端から 20mm の位置

中実軸タイプ　軸中央

表 14.  ラジアル荷重位置係数　Lf( 中空軸）

形式
軸端からの距離　L(mm)

10 20 30 40 50 60

R8Y □

1.0 1.0 1.2 1.3 1.4 1.5 R9AY □

R9BY □

形式
軸段付部からの距離　L(mm)

5 10 15 20 25 軸端

R8L □
0.9 0.9 1 1.1 1.1 1.2

R8R □

R9AL □
0.9 1 1 1.1 1.1 1.2

R9AR □

R9BL □
0.9 1 1 1.1 1.1 1.2

R9BR □

表 15. ラジアル荷重位置係数　Lf( 中実軸）

ラジアル荷重とスラスト荷重が共存する場合

Pr・Lf　　Ps

Pr0　　  Ps0
・ Cf ・ SF

としてください。
Pr：実ラジアル荷重
Pr0：許容ラジアル荷重
Ps：実スラスト荷重
Ps0：許容スラスト荷重

Pr
Pr

LL
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28.  モータとギヤヘッドの組合せ方法

モータとギヤヘッドの形式記号が以下の組合せしか組合せられませんので、ご注意ください。

29.  中間ギヤヘッドとの組合せ

モータとギヤヘッドの間に中間ギヤヘッドを組込むことによって、ギヤヘッド減速比の 10 倍の減速比が得られます。

但し減速比が大きくなっても、ギヤヘッドの許容トルクが決まっているので、その値より大きなトルクが印加できま

せん。

30.  ギヤヘッド軸の回転速度と回転方向

モータとギヤヘッドを直接組合せた場合の回転速度は、以下の式で表されます。

Ng = Nm /i  [r/min]
Ng

Nm

i

：ギヤヘッドの回転速度 [r/min]

：モータの回転速度 [r/min]

：減速比

ギヤヘッド出力軸の回転方向は、表 16 によります。

中間ギヤヘッドの回転方向は、モータ軸回転方向と同じです。

表 16.  ギヤヘッドの出力軸 回転方向

モータ容量 モータ形式
中間ギヤヘッド

形式
ギヤヘッド

形式

25W A 8 * 2 5 * * * G 8 X H 1 0 R 8 * *
40W A 9 * 4 0 * * * G 9 A X H 1 0 R 9 A * *
60W A 9 * 6 0 * H * G 9 B X H 1 0 H R 9 B * *90W A 9 * 9 0 * H *

モータ容量 モータ形式
ギヤヘッド

形式

25W A 8 * 2 5 * * * R 8 * *
40W A 9 * 4 0 * * * R 9 A * *
60W A 9 * 6 0 * H * R 9 B * *90W A 9 * 9 0 * H *

モータとギヤヘッドの組合せの場合 中間ギヤヘッドが入る場合

* 印部には機種、減速比によって異なる記号が入ります。

形　式 減速比 減速比

R8 □ Y 5,7.5,10,12,80,100,120,160,200,240 15,20,25,30,40,50,60

R9AY □ ,R9BY □ 5,7.5,10,12,80,100,120,150,200,240 15,20,25,30,40,50,60

回転方向

形　式 減速比 減速比

R8L □ ,R8R □ 5,7.5,10,12,80,100,120,160,200,240 15,20,25,30,40,50,60

R9AL □ ,R9AR □

R9BL □ ,R9BR □
5,7.5,10,12,80,100,120,150,200,240 15,20,25,30,40,50,60

回転方向

軸出方向 R 軸出方向 R軸出方向 L 軸出方向 L
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31.  モータとギヤヘッドの組付け方法

モータとギヤヘッドの組み付けは、下記手順で行ってください。
１．モータとギヤヘッドを梱包箱から取り出し、モータとギヤヘッドの軸先端
　　のキャップを取り外してください。
・※ギヤヘッドの軸中央凹部にグリースが塗布されていることを確認ください。
【注意】
・キャップを取り外す際にモータ軸歯部でけがの恐れがありますので、取扱にご  
   注意ください。
２．モータをギヤヘッドに組付ける際は、モータ軸をギヤヘッド軸に合わせ、
　　モータを少しずつ回しながら、ギヤヘッドに組み付けください。
【注意】
・モータとギヤヘッドの合わせ面にリード線を挟まないようご注意ください。
・モータ軸に無理に力を加えたり、モータ軸をギヤヘッド内部に当てたりす  
　るとギヤ損傷により異常音が発生し寿命が低下するおそれがありますので取
　扱いに注意してください。
・モータフランジ面とギヤヘッドフランジ面の間に”すきま”が無いことをご
　確認ください。
　”すきま”がある場合は無理に組み付けず、リード線や異物の噛み込みが無
　いかご確認ください。
３．同梱してある六角穴付ボルト 4 本を使用し、下表の締付トルクで均一に締
　　め付けてください。

図 10.  組み付け方法

モータ容量 ギヤヘッドサイズ ボルトサイズ 締付トルク

25W R8 M5 × 18 3.4Nm

40,60,90W R9 M6 × 22 5.7Nm

【注意】
・モータとギヤヘッドの合わせ面から油脂分がにじみ出すおそれがあります。
　ギヤヘッドの運転上、油脂分のにじみは問題ありませんが、ご使用上不具合
　がある場合は、モータとギヤヘッドの組み付け時に合わせ面に液状パッキン
　を塗布してご使用ください。
・モータとギヤヘッドの組み付けによっては、ギヤヘッドのフランジ面よりモー
　タが出っぱる場合があります。
　モータとギヤヘッドの合わせ面の□がずれないよう組み付けてください。

表 17

32.  付属取付ボルト

モータとギヤヘッドの組み付けは、ギヤヘッドに付属しているボルトを使用します。

ギヤヘッドを機器に取り付けるボルトは別途ご用意ください。

ギヤヘッド形式 付属ボルト
ギヤヘッドを機器に取り付けるボルト

( お客様にてご用意ください）

R8Y □，R8L □，R8R □ M5（P0.8）長さ 18 M5（P0.8）長さ 90 以上

R9AY □，R9AL □，R9AR □

R9BY □，R9BL □，R9BR □
M6（P1.0）長さ 22 M6（P1.0）長さ 110 以上

中間ギヤヘッドをご使用の場合、モータ、中間ギヤヘッド、ギヤヘッドを組み付けるボルトは、下表をご参照の上、

お客様にてご用意ください。

ギヤヘッド形式
ボルトサイズ

（六角穴付ボルト）

R8Y □，R8L □，R8R □ M5（P0.8）長さ 50

R9AY □，R9AL □，R9AR □

R9BY □，R9BL □，R9BR □
M6（P1.0）長さ 60

33.  伝達機構の固定方法

ギヤヘッド出力軸には負荷伝達機構を固定するためにキー溝が加工されています。

負荷伝達機構側にもキー溝を加工して、付属品のキーを使って固定して下さい。

ギヤヘッド軸に伝達機構を固定する場合、衝撃を加えるとギヤヘッドが破損して寿命低下の原因になりますので、

ご注意下さい。
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(2) 被動軸へのギヤヘッドの固定…ギヤヘッドを必ず被動軸に固定してください。

a）ギヤヘッドが機械側に動かない固定方法（例　図 12 ~ 図 14）

機
　
械
　
側

機
　
械
　
側

機
　
械
　
側

スペーサ軸受けユニット ストッパーリングセットビス

図 12.  段付軸による固定 図 13.  スペーサによる固定

（被動軸段なし）

図 14.  セットビスとストッパーに

　　　よる固定（被動軸段なし）

b）ギヤヘッドが反機械側に動かない固定方法（例　図 15, 図 16）

機
　
械
　
側

機
　
械
　
側

ストッパーリング

セットビスエンドプレート

図 15.  エンドプレートによる固定 図 16.  セットビスとストッパーリングによる固定

34.  トルクアーム取付

(1) 被動軸への取付
・被動軸表面及び中空軸内径に二硫化モリブデングリースを塗布し、ギヤヘッドを被動軸に挿入してください。
　はめあいがかたい場合は、中空出力軸の端面を木製ハンマで軽くたたいて挿入してください。
・この際、ケーシングは絶対にたたかないでください。又、図 11 のような治具を製作してご使用頂ければ、より
　スムーズに挿入できます。
・中空軸を、JIS H8 公差によって製作しています。被動軸の推奨寸法公差は以下の通りです。
　均一荷重で衝撃が作用しない場合・・・・・・・・・・・JIS h6 または js6

　衝撃荷重がある場合や、ラジアル荷重が大きい場合・・・JIS js6 または k6

d

b
a

c

d

ca

b

...................... ......................スペーサ

......................スラスト軸受

ナット

......................両切ボルト

図 11
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(3)  トルクアームの回り止め
トルクアームはギヤヘッドケースの被動機械側に取付けてください。取付には、六角穴付ボルトをご使用ください。
（ボルトサイズは、下表参照）
トルクアームの回り止め部にはギヤヘッドと被動軸の間に余分な力が掛からぬ様、自由度を持たせてください。回
り止めボルトで決してトルクアームを固定しないでください。回り止めボルト、トルクアーム、ギヤヘッド、機械
側の破損の原因となります。
始動・停止頻度が多い場合及び、正逆の繰り返し運転の場合等は衝撃による部品の摩擦を防ぐためにトルクアーム
と取付ボルト（又はスペーサ）の間にゴムブッシュ等の緩和材をご使用ください。

トルクアーム

特殊ボルト
（orピン）

スペーサ
隙間を設ける

平座金
スペーサ

ゴムブッシュ （トルクアームと
機械側べースを固定
（密着）させて
自由度がない状態

※ 隙間は機械の動きに合わせて無理な力及び

     接触が掛からない寸法に調節ください。（ ） ※ 回り止めボルトや機械、ギヤヘッドに無理

な力が働き破損の原因となります。

図 17.  回り止め部取付例（A 部）

機 

械 

側

A

形　式 ボルト

R8Y □ M5

R9AY □，R9BY □ M6

表 18. トルクアーム取付用ボルトサイズ

この場合、被動軸及びギヤヘッド中空軸に対して、ギヤヘッドケースがこじられ余分な力が発生しない様、取付に
ご注意ください。

良い例 悪い例 悪い例

ギヤヘッド及び軸受ユニットに無理な力が
働き内部部品の破損の原因となります。（ ）

軸受ユニット軸受ユニット

被動軸と取付インロ
ーの同芯度が悪い

軸受ユニット

被動軸軸芯と取付フラ
ンジ面の直角度が悪い

図 18.  フランジ取付面

35.  フランジ取付

（ ）
（良い例） （悪い例）



技術資料

A253

直交
ｷﾞﾔﾍｯﾄﾞ

インダクション

ブレーキ
パック

オプション

90W

CAH

電磁ﾌﾞﾚｰｷ付

CAH

レバーシブル

インバータ

アステロ

60W

40W

25W

15W

6W

CAH

インダクション

ソケットタイプ
CAH

CAL

インダクション

ソケットタイプ
CAL

ユニットタイプ
CAU

スピードコント
ロール（概要）

スイッチ
ボックス付

電磁ﾌﾞﾚｰｷ付

レバーシブル

技

術

資

料

概 要
直交ギヤヘッド

36.  トルクアーム設計

トルクアーム、被動軸の強度及び軸受寿命をチェックしてください。

G

G

R R

Y

m

Y
R

GA

RA

B

Brg1

Brg2

1. トルクアーム荷重 ：
T+AG � G

AR
R=

2. Brg.1 荷重 ：
m (R-G) - YR � R

B1=

3. Brg.2 荷重 ：
( m) (R-G) - YR � R

B2=

4. 被動軸の断面 B における曲げモーメント

  ：M = YR � R - Y (R - G) 但し 0 ＜ Y ≦ m

T ：出力トルク〔N � m〕

G ：ギヤヘッド+モータの自重〔N〕

R ：トルクアーム荷重〔N〕

AG ：被動軸中心～ギヤヘッド+モータ重心までの距離〔m〕

AR ：被動軸中心～トルクアーム回り止めまでの距離〔m〕

YR ：ギヤヘッド中心～トルクアーム回り止めまでの距離〔m〕

m ：ギヤヘッド中心～ Brg 2 までの距離〔m〕

 ：Brg 1 ～ Brg 2 までの距離〔m〕

Y ：ギヤヘッド中心～断面 B までの距離〔m〕

注） 出力トルクは、上図回転方向のとき＋、逆方向の時は－とな

ります。

形　式 AG

R8Y □ 0.08

R9AY □，R9BY □ 0.1

表 19. 被動軸中心～ギヤヘッド + モー

タ重心までの距離 AG (m)

（概略値）

表 20. トルクアーム設計例（形状と取付位置）

1 2 3 4

形

状

取
付
位
置

■ モータ側に取付ける場合はモータとの干渉を避ける必要があります。（※）

■ トルクアームは被動機械側に取付けて下さい。（トルクアームはケースフランジ面の左右どちら側にも取付可能です。）

φＤ

φd

c
b

aa

ＡR

φH

φＤ

φd

c
b

aa

φH

Ａ
R

φＤ

φd

φH c
b

a a

Ａ
R

φＤ

φd

c
b

aa

φH

ＡR

図 19

被動機械側

被動機械側

形　式 AR φH φD a b c φd 板厚

R8Y □ 80 37 6 33 18 48 6 3.2

R9AY □，R9BY □ 90 37 7 37 19 55 7 4.5

図 20

表 21. トルクアーム設計推奨寸法

37.  運転上の注意点

・相手機械との連結前に回転方向を確認してください。
　回転方向の違いによって、けが、装置破損のおそれがあります。
・出力軸側から運転すると故障の原因となるおそれがあります。
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直交ギヤヘッド

38.  グリースプラグ

ギヤヘッドサイズ□ 90mm（R9A, R9B）は、グリースプラグがケースの外面から 5mm 程度出っ張っています。

機械装置に組み込む際は、5mm 以上のすきまを確保してください。

5mm程度

39.  実減速比

ギヤヘッドの実減速比は、以下の通りです。

サイズ
減速比

R8 R9A,R9B

50 50.000 50.714 

60 60.909 60.833 

80 80.000 77.778

100 100.000 103.158 

120 121.818 116.667

150 - 152.143 

160 160.000 -

200 200.000 195.612 

240 243.636 234.643 

サイズ
減速比

R8 R9A,R9B

5 5.407 5.000 

7.5 7.619 7.500 

10 10.019 10.179 

12 11.849 12.000 

15 15.000 15.000 

20 20.000 20.357 

25 24.545 25.417 

30 30.000 30.476 

40 40.000 38.889 

40.  出力軸安全カバー（中空軸に標準付属）

・左右いずれの取付も可能です。

・樹脂製です。

注 )  取り付けは、ハメコミ式です（セットビス不要）。

7
2

41.  直交ギヤヘッド中実軸タイプの出力軸回転部分は、下写真の軸部分（拡大図）になります。

回転部分


